
 

第 131 回学長定例記者会見 発表事項 2（1）   

 

令和３年３月２６日 

 

 

消化器関連疾患への新たな治療シーズ開発を目指した 

共同研究講座「医療イノベーション講座」を設置 
 

 

 

大学院医系科学研究科に設置する本講座は、完治療法が確立していない疾患

（特に消化器関連疾患）に対して多分野の知識、技術を融合し新規治療を開発

することを目的とし、そのために、未解決の課題のある疾患の症例の臨床検体

を収集し、広島大学、企業の最新の技術を導入し、新規治療のシーズ創出を目

指します。 

また、研究者が参画する医療法人に出向き、医療人の教育、リサーチマイン

ドの涵養を行い、医療界にイノベーションをもたらすことを目的として活動を

行います。 

これらにより、新たな治療シーズが開発され、新規治療、経済の活性化につ

ながることが期待されます。 

 

 

＜当該共同研究講座の概要＞ 

 1)設置年月日    令和３年４月１日 

（設置期間）   （令和３年４月１日～令和６年３月 31 日）（３年間） 

 

2)外部機関 

  アボットジャパン合同会社 

大日本住友製薬株式会社 

株式会社フェニックスバイオ 

特定医療法人 あかね会 

医療法人社団 うすい会 

医療法人 たかまさ会 

医療法人社団 知仁会 他 

 

3)経費金額      総額 6,160 万円 

 

4)担当教員及び職名  茶山 一彰 共同研究講座教授  
 

 

 
【お問い合わせ先】 

霞地区運営支援部総務グループ 三木 

TEL: 082-257-5８０５ 

E-mail: kasumi-kenkyu@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



第 131 回学長定例記者会見 発表事項 2（2）   

 

令和 3 年３月 26 日 

 

 

大学病院に 3 つの寄附講座を設置 

 

 

 広島大学病院は令和 3 年 4 月 1 日付で 3 つの寄附講座を設置します。 

 

１）寄附講座「国際リンパ浮腫治療学講座」 

 整形外科をはじめ多くの診療科での診療を通じて、地域医療に貢献しているヒロシ

マ平松病院とともに本講座を設置します。 

リンパ管吻合術をはじめ極小の血管やリンパ管を対象とした形成外科学的手術に

おいて世界的な第一人者の光嶋勲教授をセンター長とする国際リンパ浮腫治療セン

ターを広島大学病院に平成 29 年に設立。以降、多くの患者治療を進めるとともに、

国内外の医師等の指導を行ってきました。現在、連携して診療にあたっているヒロシ

マ平松病院と共に、治療はもとよりリンパ浮腫治療にかかる若手医師（医科診療医）

も含めた雇用を行い、大学の使命の一つである人材育成にも大きく寄与していきます。 
 
＜当該寄附講座の概要＞ 

 ・設置年月日    令和 3 年 4 月 1 日 

 （期間）     （令和 3 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

・寄付者      医療法人社団まりも会 

・寄付金額     総額 ５,８００万円 

・担当教員及び職名 光嶋  勲 寄付講座教授 

           盧  率智 寄付講座助教 

 

 

２）寄附講座「防府消化器病センター内視鏡外科講座」 

 がん死亡者における消化管がんの割合が増加する中、幅広い消化器疾患の診断と治

療、早期発見・健康増進のための健診事業などを進めている防府消化器病センターと

ともに本講座を設置します。 

広島大学病院消化器外科では、以前より、防府消化器病センターにおける消化器癌

の手術支援や公益事業への支援を行って参りました。寄附講座の設置により本院消化

器外科と同センターの連携を強化し、データーベースの統合や先進手術手技の均霑化

などを通じて、消化器疾患の治療、予防医学の実践、臨床研究を進めます。それによ

り地域における消化管疾患の内視鏡外科治療レベルの向上に寄与していきます。 
 
＜当該寄附講座の概要＞ 

・設置年月日    令和 3 年 4 月 1 日 

 （期間）     （令和 3 年 4 月 1 日～ 令和 5 年 3 月 31 日） 

・寄付者      一般財団法人 防府消化器病センター 

・寄付金額     総額 ３,７８０万円 

・担当教員及び職名 奥田  浩 寄付講座准教授 

          佐伯 吉弘 寄付講座助教 

 

 

 



３）寄附講座「広島県北部地域周産期医療支援講座」 

地域の急性期医療を担う中核病院として、また、二次救急医療指定病院としての役

割の他、健診事業、健康教育にも力を注ぎ、赤十字の重要な使命の一つである災害救

援においても貢献している庄原赤十字病院とともに本講座を設置します。 

平成 30 年 4 月に 13 年ぶりに再開した同院の産科では、市をはじめ日赤グループ、

近隣の医療機関との連携を図るなど中山間地域の周産期医療のモデルケースとして

根付きつつあり、広島大学病院産科婦人科も積極的に協力しており、連携をさらに深

めることにより、庄原市のみならず広島県北部地域における産婦人科領域の診療レベ

ルの向上に寄与していきます。 

 

＜当該寄附講座の概要＞ 

・設置年月日    令和 3 年 4 月 1 日 

 （期間）     （令和 3 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

・寄付者      庄原赤十字病院 

・寄付金額     総額 4600 万円 

・担当教員及び職名 寺本  秀樹 寄附講座教授 

大森 由里子 寄附講座助教 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

大学病院広報・調査担当役 古市 

TEL: 082-257-5418 

 


